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 群恒例となった県の㌣異動伽加今1ζl11奄卵ると
 言うウワサ洲可となllf鯛一納入心金ざマ..めか・し始めたの.・
 一1㍉年度当初の頃か干だ?舳一㍉'今いψヂ・榊弩I砂廷
 以なつ一たとみ元て・いよいよ発令さ峠の一率アお丑・目の・
 雛長級に始ま一.期!・帥昨級酪㍗㍗平ヲ:1]般
 職員の分が終り二.段落と.な?㍍
 一岬気分が何とな1藩着かぬ期間外相1干及・1だマ州

 “c㍗'ばあ・る程度マイナス前ら・異動導簿導とξ苧う〉った
 .ガ㍗位で片㍗、工1凶、,苧!'Iしべ牝研撃1即員は誰辛
 !加州伽㍗:二、なるぺ'岬蝉㍗除い
 .て亭.らいたいもので・亭糾..・{..、。.・・一・.・.二
 千県の場合異動の度毎1干鵠者・も一一般蝉もI叶印の立.

 一喝で頭を卒・アます大㍗原.因の∵つは坪肇午卯ギし1'るこ
 とである。殊=晦大島郡浅1無毒1と・漆島中で誉・糺麗揖畢釦ら東京
 まで岬し締と族雫.カ1かか丸.㍗も.叩竿醐秤出ると
 欠航する適喋属あるバの芦意輝触た東事亨.牟り手こ比べる
 二.午舜鮒多1㌧榊そ.ら1爾附報戸数坤うの・㍗牢勾!今1・

 冷こ郎て.坤待遇ゆ干.印仰問劉ξ.な'鼻鮒肥オソマ
 ツで・二狗まげに㍗チンダ・叶1イ、ギが帥1こ雫戴一七き.る
 仕群であ外行一き着いた町が衣垂住・坤;衛・生・1一娯楽その
 他生活並1こ文作の面で鹿児島市とは・比嘩1ご・なち一学と・しjても・

 ・・I本土各地鵬鯛が蹴在ず中村キ㌣下・二維し・ポ1琴員1家
 一師.とつて1奉全くあり。坪た1なll・所である一

 .∵`今度の.奉動㍗肉洲へ紬るので年な1・か4、け雛
 細.の鯛の苧1の窟は覇常する∵一㍗・一戸か卒。島年二勤把な.ら・
 .・平郁一"一と折る.⑪1干杓雄覇押一触・雫舶秀知そ'亭いま全
 執手近いと推定さ.れる一.!地元の方・よ怒'ちな干・・で下さい1.
 一これは人情だカ)ち一東部育った人g多い呼鵬市甲の事.・
 務所肥勤務する一島合を全く同じ。気持で巡見奉様です)
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 .'ll・沁大的1らパ昨1111・チ主ハギ.森鮎する人一11・・
 ・・111㍗い舳・坤.の棲叩辱に

 産1唯そ多義且高率癖批箒て犬昂紬業が実一・'、・
 二施巾・ろピどψ多・・の人力1あま畔ぜ柵す一'三・.
 ・る棲な一島.であれば,を籔雌養がとちれるは亨カ千一帥'ので亀
 る.一.・.雄汝駿一跳大島分場を.持っている・今叩坤で一
 分納紅一けで・名が動い叶申・肥停.岬近。1胴率Ilと在.つ・
 一七.珂記の・紐状態の紅肥住去三・しかも昨年表の大火で岬率.一
 被爽'令=雫、一中倖・1一竿が'ら・良1仕靴呼ルー叩予蝉
 は榊.たとと・ほ・姦飢耐見ず・真一印・師穣干し一も.・
 十カ缶1と毒任.き・衛る方々や`・司つづいて率勤甫の芳.午は†∴・
 徴い・ろいろ苦労の多いご'叩専一ろう・飢1一艀坤位の争紐二'一・
 方から離れ織の坤芦良・一見帥て二亭砿豚ツチ昨今1・
 構I先と生活態壷を補い率したい・一大I騨坪.慶年島I県管内で
 あり現隼の・師如一紅睡1・誰かがその捨場・に筆坤邸苧ぬ一..
 こ。と一は自明のこ'とであ1る●・.自二年本位ゆ精望二を・豊ラレて一も貢二・き1…

 た卿・そ.凶能な雫弗雛隼雌炉雫い竿終蔵馳
 ・徳に乗あて鮒す.ぺ.きであちう3
 ・良1学び良1誓ぶことは小学竿舳カ1必要な心鰍乍は無
 一いと思う.蝉に貝～た師紺?発見努力す干と糾余暇
 ぽ鯛か亭是師.れる鯛で翠、岬㍗る畔や趣・剛と没頭1
 し充枇リグ以一ショバ活動の源泉を枯ら事ない干夫亭一
 してい.た.走・き担いゆであ亭.細ではなち'ぬことは軍味娯
 楽にも初めは6一る程度の努力の継続が必要注ことやあるg
 ねて待って一し喰グ河か面的ごとはないかと地からラえ.ら
 ることを期缶してい1る.だけでぽ。.グループを必要とするもの…
 はもちうん6こと、練りぞ楽・しむものでも一趣鯛楽に発展す
 ヰとはない・都市から田舎は行11ぎき・'創率と努抑必要
 であ今1.=神州・《儒信して不善を紳と1'1状態に陀…
 ちぬ様肥願い書いもあである字うし綿の巻頭一言として紅
 いきさか約ばず犯の感があつ走が、人がすべてφ梗療である.

 .以上・今後本分埠を通じて事業上影響するところ一が決し下少.
 ≒・ないと一倍するので。めえて'冒した次鼻である。.
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 ア㍗ダイ・の汝納入一工卵!こ→いで・

養殖部瀬戸口勇.

緒言
 神坤1入.工叩㍗!'て・畔叩㍗干も一本株、苧二・
 竣のア・⇒・㍗手三ユ.)今井…畑中㍗・キ.12!叩柚。
 坤粥胴ぺ手馴、等参.岬文㍗ゲ†岬て隼
 犬盟の一ヨイク.一.汐シク・咋肌て稚・呼雫叩妙て・レ'.
 る外ア叫ば坤蝉㍗今干㍗1種∵
 菌隼鰍全{・・鮒岬てド岬・..
 三・咋対し本予牽の㍗㍗州でで1干卿呼母貝一

 竺を示レ・ているが・蝉生年繍退㌢・.文坤の鮒.を

 線1二1;llll㍗る徽1㍗㍗
 私は真珠養殖・ξ関する全般的事項にっし∴・て・研修すぺ.く国立1

 ・一千瑚究所に・絢工.ケ年間滞雫する一穣会咋そ呼臥神島
 中蝉干、苧苧陣叶てガブえ鰍鳳へ'ア㍗イ・のへ千戸.

 曹実験・甲つ紬坤騨岬午する・
 これほ小ガ弘水榊ケ.を使?叩実験仰も叩あグ

 ー又クロチョウガプ人工野印場合の予備的・な実験とし木㍗
 内容月極め下簡単なものと戸つ午報告肥岬岬指執禦
 一教示を賜ろ・た国辛真礁研究所融雅,太平研・輝長。・町井
 ・摸官・C五ユ午皿γ出血。帆s8牛を分譲下さ.犯た三重県大達・・
 .繍邸感謝の葦を表寺る・
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 1リー=リ、之二1…方法

 供謀材料は多壷轍験鮒雛叶・㌻1亀年貴で率遭巣の
 充瀞㍗1てい6もの垂奔出・千熟橿俸…髭叫損・精子

 ㌧主を拙し×・一舳早∵9亙海如(中1で受精
 ヰ唯;し砂.牟・二一鯛李糟は工・・.苔㌧514.容め・ガgス水槽で・
 辛叶叶一州1'と卒・て表'建…ζ浮上し始めたものを飼

 黛1紬職・一・苧紬ケ俸鵬含セ順次セツ/“鮒苧肥達
 .㌧て砂・舳岬帆6版・二=一敗1辛燭鰍妙当1・
 ・邸一q・・.・ケ徹るキう計数投'醇し・・又好壷の発郎切・て給
 率邸輝一して・S・・七1こはH・・ρ一～ゴ・・ポd一ケの割合
 とした?飼.曹氷は郊・)ろ確水を用い・一・一日毎秒亀・一
 .シ隻垂鮒し毎日並・国譲^かくはん青る畔坪一止水状率とし
 率温雌下1こつ砕てサートモ.スタツ・トを.施設=し坪澄し㌣浮・游

 山叩弗串叶1・9・岬卜・子a9?・柵'ザ附蕎時平遷して{か・
 ・・川.一旨{コノ=ダ.多÷としでク引ガラ葉片一を溶設一し'て1附薦.せ・しめ、

 吏に・自然淘1こ放祷するよう一杯ラ・ズ面肥倣着しだSPI畔一を小右

 8一員・日木工・雫精せ一し砂千組駒雛達して.炉も計数した

 箱乗約岬暇畔叫後腰㍗㌻喬卿ド㍗.㌧
 馴箏た・?て一蝉一辛坤毫キ㍍
 受鮒千I1呼・6一分甲岬・午・帖・.1とな㍗呼運.
 動を碕・苧・・て・征しべ・・鯛一色。却ワ士呼6榔附;1帆亭θ
 ._・∴工・㍉1離岩叫r坤・9い・…一、.離するものと

 .みられぺ。毒.・ミ鯛榊羊殆乍ぎ・㌣岬抑岬γ9とな
 .池㌃曲pedユa・Va舛卵碑押発生は幸.耳=平カ)ら
 亙皿帥が隆起し始め、.一工4'日.後1ξ1は・完全畦U壼社◎二作.担9eと・
 な・り雷撃臥後1こey蔓spo毛一があら移れて亜1ユエ1grow正一

 stagθ肥達し,露墨ヨ牽・カ)ら附着するよラ紀なった。
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 %εい9低率でら
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 小林。浅壌ざ・苛・
(ユ983)ほタ

 ンク内の人工資育

 で17日後に附着

 を開始!・且㌔工%

 の附着率1≒みてい

 るが..附j三:までκ

 6日間のイ。くれ讐

 生じ・・そして樽率の悪いことは岬の本小と止水状態によ
 る差異及び詞薪水浸の変場肥よる生理的葡灼をうけたものと

 思いる1雅水楯の水温変化は職・'のとψ鯛の影
 響を大きぐう1}て変動の大きいことは小水檀利用の場合・天質



 保持の調整群必琴と・老兄られるご一
 附着島肥洲テる亙穀の大きさは平均穀藁8工⑤也殻高魯◎6

 μで瓢箪?報告よヲ小さ{・÷目8-o㌻30一㍗め秤長を示し
 て畔卵州剛棚壮キも法サ='ザ日隼1ζは一"幽ζ碑良
 一^一畔邸・成帥る辛師紬やや鋭枇.帥早ハ
 移動†る.待構翻定事で水中がみ取上げた後は一激し{口強い
 榊..'傘邸6職さ・感じて織足を強1収縮し或・は鯛す弓
 ・⑭舳察岬る・移肘一る紬横くなって足拙岬沖びI
 切さ鯛肥舳手㍗うにしじ鰍部を上別ξ㈹体全体
 牌.逗即ね舳甑紬・εめ連動液肌なが㍗町8
 岬ば移卵午ε仰狐ζ・帆天砕納の帯含・..脇の
 変岬卵鮒純一写蹄繊μζと押えさせ舳る・
 舳ζの由は減賄上の鮒・状突起の薄片は琴め〃ず早
 郎舶W●・呼・も消失レていないが一嚇納・.、
 砂と心岬㍗ク㍗磁琴さIへ破に1出ウ性質分泌の網
 目模様が碩納へ舳幽位混成長してか蝦g色素洲然、

 ・とレ鮒状線・期筒帥柵よ1にな州
 太困..(.'ρ.8..8)。・総杉棄採蟹・の穣貝の成長を附着後iケ.

 ・亙ψ・仰刈0町1して、'る=が・この.珊給率とは鰯の'
 簑蝉一あり厳正常込・発青1を氏レて.い失いことIは相当大幸な要因
 .が維用したものと思わρ、そ・の'1ら・として単'餌料蟹曹の鉦一

 、冷害幸叙舳る・.鰍畑の選択性が舳単1ころ通する
 もの'で官咋岬確亨呼蝸含水中叩㌣桃必
 ・要が干ろう.'一.・.・1.

 、ム壱城∵



.摘要

 (ユ)㌶続漆ζ二熟桑桑㌃ププ㍗1
 て2∵,受締は釣"・%脇郷発岬し受雫雫千一1プ

 戸た附芦を粥始レて早=,%の野琴率Iであった○
 俸).浮涯ユ舳甲へ畏脾いζは一・舳岬㍗岨⑥平証・・一φ牢・

 農機㍍ニニ1㌻1・∵㍗給㍗㌃
 (ヅ熟僚機簑幾二1㍗、1㍗マ㊧ア。
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 1ユい森'新次紅.蝉丁香・1映会誌平;いザプニ・・一

 β)、寧仰紬いぺ卿に閤亨る基雫的研ヅ平∵
 ㈹蝉一I・繁1一国立聯研究所報告一κゴ(""〉,.、



 ブリ仔採捕試験報告

調査部九万田一己
 〔・紗報プ.第王一回～卑叩試讐過

 鹿児島薦吏姦1細妻妾姦で養殖字定ρブリ年'採捕試雫を垂'か
 戸・月1卿けて呼岬で1取あえ岬沖・経過を
 第主報‡して川と紳する書.ぶ回ら・ら・'回帥経濁.と綜合的'一.
 な.考察検討は次号以†で報告・する予症セ6る;本試験の実施肥
 ・あ年一班麓大水産宇部今井助壕鐸、富醸際沿津漁業指導斎・茂野・摸一.
 即押指・導Iを・賜った.の.でこ、.岬茸苧奉可否1・

装雫工一風
 §率一藺・“年4月^目刈月易・国'・
 §場・所.・鹿児島湾口～枕蹄.。'・
 §方法

 一臓験ポ'.一ちぎり丸.1ギい岬・.5岬
 'O蝉地・'一・・山川港
 ○律∵呆。∴たポポ・1(・口径I・嚇・個1"納宵一百

 クレモナもじ鯛
 綱・地'

 、三ぺxo・㌣g目・・
 ・∵一二'抄縄一一土・、…(・'・㌦網平・同年)・。
 ポ牢叶ポー子!口蟹千一冊不良g・・一

網地二同上)

 ρ裸一雫一.一林潮目垂奪見すぺ幟し・∴潮目11ある
 .二嘉.れもを採集すること1噌眺琉舵.もの大き
 さ、形状により適宜k、たも縄、抄繭、・翻式良一..
 一縄を使用した・。

 ..抄蝉は;聾郎約舳の竹を横に通しそ縄を張り・左右爾鮒・I
 はそれぞれ約6脇の・竹管還して縄を結が付け、金詰の竹の前端

 は1..坤と昨運した竹の紬こ離し・・竹は舵1ζせば甲ら
 番るジ,に{鯛よジ薮〆を捗いとった戸
 嘩武錯絹は一一触鰯に口窪の約/'轟が成肝1細るようにして,

 ÷工Q一一



 滴・州を抄っ;起ち、直ち1と甲坂上に引上げて一ち蛾。由し穫
 .猿は寸船1丘の活魚糟(嵩・.×筆露×一昼つ、卿いく坤へ夕刻・

 根脇川1藩r設雫し㍗る†苧籠(9㍗午>肥.一
 '入舳∴..一.・..1・・一
 ・§一一試験=経過・

 昼・1.1㍗㌫端着†雫回続∵竿㌣..
 中4r・。へ.山川1発.畠樟・咋紙、那∵

 離れ11概醜とし、帯平清:一笑茸・..
 一・∵''パ''.一歯設置雫1ごヂ適法紬舳溝戸{葵準.くす、二

 ること書こ舛蒔ぴ山川へ輔・1生率雫・
 紙鯛鯛咋.壷舎予㍗了.礼・.
 工.予H㍗より舛・竿秤舜=り蝉幸一・.
 調査。

 I中一ポ目∴一7.㌧山川～撰㌣島㌣師㌣開平
 'J山川を調和.

 当月ユ・一目ぺ.㍗和山.川～賊轟～蹄～軸坤、・
 鉦弥呼報琴飢學漢たヅ察糞園撃・

 ・月予.・1目・。。咋発・山川咋1中榎占㌻部11一を調.
 虹強竿撃発令外野渡叫繰率蝉;・

 ・一'∴=.''I一一∵辿4b調査打φ㌧山川入港…..
 名月エー・㌣…舳執・.州ト長崎轟哨聞、概・鰭を'一一.

 琴壷。.一......・..一・二.一。.∴・
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 §試験結果
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奄美短信

 ()曾って内地勤務の頃谷山催出張1し一た釦壇:揮扱ちドギツイ・
 までに赤1哨がフー今下るよう一にして醗レ1一でいむ
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 態・散在て1舳る処をみると耀珍い'榊ので雫ろラ・
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 .ある三ピ丈きI卵に細てい榊た」と棲橋で軍談と.もつI
 一がず私子いた.夫爵6岬言靴忘鮎・紙1・γ…
 O・・×月X目.一牛後本繭務から婦?たK教師.岬んに
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 さを.・s教師が所見秘
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編集後記
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 §大気かび淀。ちと静止すると.1鍵蝿肥肌隠汗を姥
 ずる。寿の発生を榎縄しようとしないで三間閥

 方のカヤなる暖房飾藩肥逃避する生活韓覚束

 緯的類応の所産物といラ切れ、、我々のI研究調

 壷従もこれと類似せるも(脅か易書滝ぜ叛か。

 §分藷を芙って葉の意睦での濃村直結の水遼管は.
 靭蘇さ酌た今買水際氷監界1ζも改良普及員割

 愛が旛喬さ・れる.本県肥8名α「廃石肥水だよ」

 とい一う声もあるが今后の増貴と翻愛の充実・を期

 待する。

 ε岬調は積立武・9繍蝪雫卵幟簿淡隼柴
 楓.迎にりいた泣耐感覚との交感撫作場があっ

 て.こ・そ構報縛計の適絡な招彊が得ら拠生きた漁
 村サービスも類せちれるというものだ.

暑中翻見舞申上擦.


